
防災を考える

全
市
民
が
安
全
で
あ
る
た
め
に

１
月
1
7
日
未
明
に
発
生
し
た
兵
庫
県
南
部
地
震
は
、
五
千
人
を
超
す
犠
牲

者
を
出
す
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
の
事
態
に
対
し
て
い
ち
早
く
消
防
局
特
別
救
助
隊
、
市
立
病

院
の
医
師
・
看
護
婦
に
よ
る
救
護
隊
、
災
害
非
常
用
給
水
車
を
派
遣
。
ま
た

義
援
金
の
募
金
活
動
、
備
蓄
食
糧
を
送
る
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
地
震
は
私
た
ち
に
改
め
て
地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
教
え
、
防
災

に
つ
い
て
今
一
度
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
市
民
の
安
全
確
保
の
た
め
、
防
災
計
画
を
す
で
に
作
成
し
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
食
糧
や
水
、
生
活
物
資
な
ど
を
年
次
計
画
で
備
蓄
し
、
ま
た
、

災
害
発
生
時
に
備
え
て
、
関
係
機
関
と
の
協
力
を
含
め
た
防
災
体
制
を
つ

く

り
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
的
確
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
い
ま
す
。

周
防
災
課

災
害
に
備
え
て
食
糧
や
生
活

物
資
を
備
蓄

市
で

は
、
災
害
が
起
こ

っ
た
場

合
す
ぐ
必
要
と
な
る
食
糧
・
水
・

生
活
物
資
の
備
蓄
・
確
保
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
宵
時
の
活

動
に
有
効
な
器
材
も
用
意
し
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
災
害
の
程
度
に
よ
っ

て
は

、
す
ぐ
に
物
資
な
ど
の
供
給

が
円
滑
に
進
ま
な
い
場
合
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で

、
各
家
庭
で

も
水
・
食

糧
・
生
活
物
資
な
ど
、
最
低
限
の

備
え
を
、
非
常
持
ち
出
し

品
と
し

て
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

救
助
・
医
療
は
各
機
関
と
の

協
力
体
制
で

倒
壊
し
た
家
屋
の
下
敷
き
に
な

っ
た
り

、
火
災
の
中
に
取
り
残
さ

れ
た
り
し
た
人
の
救
出
は
、
消
防
・

警
察
・
自
衛
隊
に
よ
っ
て
行
わ
れ

ま
す
。
負
傷
者
に

対
す
る
医
療
は

、
市

兵
庫
県
南
部
地
震
の
被
災
地
救
援
の
た
め
、
松
戸
市
か
ら
消
防

局
特
別
救
助
隊
、
連
続
自
動
給
水
車
に
よ
る
給
水
隊
、
市
立
病
院

医
師
・
看
護
婦
に
よ
る
救
護
隊
が
相
次
い
で
現
地
に
入
り
ま
し
た
。

④＝現地で活動する消防局特別救助隊

①＝プールや河川の水からでも１分間に約20g の飲料水をつくれる、移動式の

ものでは国内で４自治体にしかない連続自動給水車は現地で大活躍

立
病
院
の
医
師
・
看
護
婦
、
松
戸

市
医
師
会
・
松
戸
歯
科
医
師
会
・

松
戸
市
薬
剤
師
会
が
、
協
力
し
あ

っ
て
あ
た
る
体
制
に
な
っ
て
い
ま

す
。さ
ら
に
、
負
傷
者
の
状
況
に
応

じ
て
、
応
急
救
護
所
を
市
内
各
所

に

設
置
し
ま
す
。

水
道
・
ガ
ス

・
電
気
な
ど
い

わ

ゆ

る
ラ

イ

フ
ラ

イ
ン
に

つ
い

て

は
、
京
葉
ガ
ス

・
東
京
電
力
な
ど

と
協
定
を
結
ん
で
い
て
、
協
力
し

て

早
期
復
旧
を
目
指
し
ま
す
。

大
切
な
情
報
提
供
手
段
も

確
保

一

度
災

害

が

起
こ

る
と

電

話

な

ど
の

通

信

網
は

絶

た

れ

、

情

報
が

伝
お
り
に

く
く
な
り

ま
す
。
市
で

は

、

必

要

な

情

報
に

つ

い
て

は

、
防

災

行

政

用

無

線
を

通

じ
て

お

知
ら

せ

し

ま

す

。

さ

ら

に

、

広

報

車
を

走

ら
せ

た

り

、
職
員

を

派

遣
し

て

伝

え

た

り
、

情

報

提

供
に

努

め

ま

す

。

食

糧

・

水

の

備

蓄

状

況

（
平
成
６

年
1
2
月
3
1日

現
在
）

○食 糧

・乾パン・ビ スケット ・アルフ ァ米　　　 ワ3,000 食

○水

・水（缶入　245cc)　　　　　　　　　　30,000 缶

・給水拠点として 市内 浄水場　　　　　　　　 Ｚ力所

・公 共井戸　　　　　　　　　　　　　　　　 １ヵ所

・貯水槽（100 t ）　　　　　　　　　　　　　2 基

・ウォーターパック 車

（移動式の継 続給水車）　　　　　　　　　　 １台

・浄水機および 簡易水槽

（プう しや河川の水から飲料水を作る機械等） 各32 基

ま
た
、
災
害
時
の
情
報
を
得
る

の
に
威
力
を
発
揮
す
る
の
が
、
ト

ラ
ン

ジ
ス

タ
ラ

ジ

オ
（
乾

電
池

式
）
で

す
。
こ

れ
は
各
家
庭
で

ぜ

ひ
備
え
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

す
。
乾
電
池
の
確
認
も
忘
れ
ず
に

。

各
地
域
に
防
災
組
織
を

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
頼
り

に
な
る
の
は
、
隣
近
所
で
す

。
初

期
の

消
火
や
援
助
活
動
な
ど
で

、

地
域
ぐ
る
み
の

助
け
合
い

が
大
切

な
こ
と
は
、
今
回
の
災
害
で

も
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
震
の
よ
う
に
同
時
に
た
く
さ

ん
の
場
所
で
災
害
が
起
こ

る
場
合

は
、
他
か
ら
の
救
援
の
手
が
す
ぐ

に
は
届
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

、
自

分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
の

手

で

守
る

と
い

う
防

災
意
識

を
持

ち

、
緊
急
時
に
助
け
合
え
る
自
主

防
災
組
織
の
結
成
を
、
町
会
（
自

治
会
）
ご
と
に
進
め
て
い
た
だ
く

よ
う
呼
び
掛
け
て
い

ま
す

。
現
在

組
織
率
は
六
八
％
で

す
。
今
後
も

百
％
目
指
し
て
呼
び
掛
け
て
い

き

ま
す
。

一
層

の

防

災

体

制

の

強

化

を

今
回
の
地
震
は
活
断
層
に
よ
る

も
の
だ
と
い
う
こ

と
か
ら

、
松
戸

に

も
活

断

層
は

あ
る
の

だ
ろ

う

か
、
と
い
う
こ
と
が
心
配
に
な
り

ま
す

。
現
在
の
と
こ

ろ
松
戸
で
活

断
層
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

。

し
か
し
、
松
戸

市
を
含
む
南
関

東
地
域
で
は
、
直
下
型
の
地
震
の

切
迫
性
が
報
告
さ
れ
て
い
て

、
市

内
で

も
多
く
の
被
害
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
一

般
的
に

低
地
や
谷
津
な

ど
、
地
盤
が
弱
い
と
さ
れ
て

い
る

場
所
な
ど
で
は
深
刻
な

事
態
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
、
今
回
の
地
震
を
調
査
・

研
究
し

、
今
後
一
層
の
防
災
体
制

の
強
化
・
充
実
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
も
一
層
の
防
災
意
識
を
持
っ

て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

兵
庫
県
南
部
地
震

義

援

本

部

連

絡

事

務

室

を

開

設

被
災
地
へ
の
支
援
・
援
助
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

黯
同
事
務
室
（
市
役
所
内
）

災

害

義

援

金

を

受

け

付

け

中

被
災
者
救
援
に
ご
協
力
を
／

市
で
は
、
義
援
金
受
付
本
部
を
設
置
し
、
４
月
1
4

日
銜
ま
で
援
護
課
と
各
支
所
の
窓
口
で
、
義
援
金
の

受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

集
め
ら
れ
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
お
よ
び

共
同
募
金
会
な
ど
を
通
じ
て
、
兵
庫
県
災
害
対
策
本

部ヽ
へ
送
ら
れ
ま
す
。

多
く
の
市
民
の
方
か
ら
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

引
き
続
き
温
か
い
ご
援
助
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

默
援
護
課

被災地救援に出動



歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
十
六
　
四
十
代

顎
関
節
症
つ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

最
近
、
テ
レ

ビ
や
雑
誌
な
ど

で

歯
に
関
す
る
記
事
を
見
掛
け

る
こ

と
が
、
多
く
な
っ
た
よ

う

な
気
が
し
ま
す
。
そ
の
中
で

、

顎
（
が
く
）
関
節
症
と
い
う
言

棄

が
よ
く
登
場
す
る
よ
う
に

な

り
ま
し
た

。

こ
れ
は
、
虫
歯
、
歯
周
病
と

と
も
に
歯
科
に
お
け
る
三
大
疾

患
に

数
え

ら
れ

る
も
の

で

す

が
、
ま
だ
そ
の
全
貌
は
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
い
の
が
現

状
で

す
。症
状
と
し
て
は
、
口
を
開
け

た
り
閉
じ
た
り
す
る
と
痛
み
が

あ
っ
た
り
、
ポ
キ

ポ
キ
音
が
し

た
り
、
口
が
開
け
に
く
い

ま
た

は
大
き
く
開
け
る
こ
と
が
で

き

な
い
と
い
っ
た
も
の
が
、
代
表

的
な
も
の
で
す
。

特
に
先

進
国
の

間
で
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
因
の
一

つ
に
か
み
合
わ
せ
の
悪
さ
が

挙

げ
ら
れ
ま
す

。
も
と
も
と
歯
並

び

が
悪

い

場
合

も
あ
り

ま

す

が
、
虫
歯
が
痛
ん
で

無
理
な
か

み
方
を
し
て
い
た
り
、
歯
が
な

く
な
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
か
み

合
わ
せ
が
ず
れ
て
し
ま
っ
た
り

す
る
と
、
自
分
で
は
気
付
か
な

い

う

ち
に

顎
の

筋
肉

が

疲
労

し

、
顎
関
節
に

も
負
担
が
か
か

り
ま
す

。

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
無

意
識
の
く
い
し

ば
り
や
、
姿
勢

の
悪
さ

、
運
動
不
足

（
特
に
歩

く
こ
と

）
に
よ
っ
て

も
症
状
が

悪
化
し

ま
す
。
顎
を
支
え
る
筋

肉
は
正
し
い
姿
勢
を
保
つ
た
め

に
大
切
な
役
目
を
し
て
い
る
の

で
、
顎
に

症
状
が
な
く
て

も
首

筋
や
肩
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

か
み

合
わ
せ
に
関
し
て
の
疑

問
、
不
安
の

あ
る
人
が
い

ま
し

た
ら
、
お
近
く
の
歯
科
医

院
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

選挙区が二つに別れます

4/9

千葉県議会

議員選挙

千葉県議会議員の選挙区等に関する条
例と、同定数を減少する条例の一部改正
に従い、松戸市の選挙区が南と北の二つ
に分割されます。
二つの新しい選挙区は、4月9日に
行われる県議会議員選挙から適用されま
す。

区
域
は
支
所
管
轄
に
よ
り
、
図

１
・
表
１
の
と
お
り
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

定
数
は
こ

れ
ま
で
の
六
人
か

ら
、
南
選
挙
区
四
人
、
北
選
挙
区

三
人
の
計
七
人
と
な
り
ま
す
。

両
選
挙
区
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
選

挙
区
外
の
候
補
者
に
投
票
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

鬩
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

‘

（
市
役
所
内
）

あ
な
た
は

南
・
北
ど
ち
ら
の

選
挙
区
で
す
か

松
戸
市
観
光
協
会
推
奨
制
度
が
で
き
ま
し
た

松
戸
市
観
光
協
会
で
は

、
市

内
の
観
光
資
源

、
観
光
施
設
、

物
産
品
を
総
合
的
に
育
成
す
る

た
め
に
、
そ
れ
ら
の
中
で

優
秀

な
も
の
を
推
奨
す
る
制
度
を
開

始
し
ま
す
。

’
対
象
①
観
光
資
源
（
郷
土
芸

術
・
郷
土
文
化
・
無
形
文
化
財

な
ど
）
②
観
光
施
設
（
歴
史
的

な
社
寺
・

店
舗
・
史
跡
な
ど
）

③
物
産
品
（
土
産
物
・
特
産
品

な
ど
）
　
　特
典
推
奨
状
、
推
奨

プ
レ

ー
ト
を
授

与
　
申
込
期
限

３
月
1
0日
廁
　

費
用

審
査
料
と

し
て
観
光
資
源
・
観
光
施
設
一

万
五
千
円
、
物
産
品
一
万
円

醴
松
戸
市
観
光
協
会
事
務
局
昔

6
4－

Ｑ
Ｊ
１
１
１
番

松 戸 市 南 選 挙 区

秋山 高　　 塚　　 新　　 田 野菊野
岩瀬 田　　 中　　 新　　 田 初　　 冨　　 飛　　 地
大ヽ　　　　　　　　 橋 高　　　　　 柳 日　　　　　　　　 暮

金　　　　　ヶ　　　　　イ乍 高　　 柳　　 新　　 田 日 暮 １ ～ ７ 丁 目

紙　　　　　　　　 敷 竹　　　 ヶ　　　 花 樋　　　 野　　　 口

上　　　 本　　　 郷 竹　 ヶ　 花　 西　 町 本　　　　　　　　 町
上 ▽　　 矢　　　 切 常 盤 平 １ ～ ７ 丁 目 牧　　　 の　　　 原

河　　 原　　 塚 常 盤 平 陣 屋 前 牧 の 原 １ ～ ２ 丁 目
北 松 戸 １ ～ ３ 丁 目 常 盤 平 西 窪 町 松　　　　　　　　 尸
串　　 膾　　 新　　 田 常 盤 平 双 葉 町 松　　 尸　　 新　　 田

串　　 崎　　 南　　 叨 常 盤 平 松 葉 町 松　　　 飛　　　 台

栗　　　　　　　　 山 常　 盤　 平　 柳　 町 緑 ヶ 丘 １ ～ ２ 丁 目

古　　　 ヶ　　　 崎 仲 井 叨 １ ～ ３ 丁 目 稔　　　　　　　　 台

方 々一臉 １ ～ ４Ｔ 目 中　　　 矢　　　 切 南　　　 花　　　 島

小　　　 袒　　　 本 ‾十世紀が丘柿の木叨 南 花 島 １ ～ ４ 丁 目

小　　　　　　　　　 山 二十 世紀 が 丘戸 山 叨 南 花　 島　 中　 町 ｉ
胡　　　 録　　　 台 二十 世紀 が 丘丸 山 町 南 花　 島　 向　 町 １

五　　 香　 六　 実 ‾十 世 紀が 丘中 松 叨 二矢小 台 １～ ５丁目

栄 町 １ ～ ８ 丁 目 二十 世 紀が 丘梨 元 町 六 実 １ ～ ７ 丁 目

栄 町 西 １ ～ ５ 丁 目 二 十 世 紀 が 丘 萩 町 吉　　 井　　 町 。

干　　　 駄　　　 題 二十世紀が丘美野里町 六 高 き １ ～ ９ 丁 目 １

下　　　 矢　　　 切
,亠　　　 ｉ

根_ 本 2 已、こ亠 气a､夏j

松戸市北選挙区

旭 田ＴＩ ～ ４ 丁 目 中　　　 金　　　 杉
大 金 平 １ ～ ５ 丁 目 中 金 杉 １ ～ ５ 丁 目
大　　　 谷　　　 口 中　　　　　　　　 根

大　 谷　 口　 新　 田 中　 很　 長　 津　 町

上　　　 総　　　 内 中　　　 和　　　 倉

久　 保　 平　 賀 西 馬 橋 １ ～ ５ 丁 目
栗　　　 ヶ　　　 沢 西 馬 橋 ．相 川 町
幸　　　　　　　　 田 西 馬 橋 蔵 元 町
幸 田 １ ～ ５ 丁 目 西　 馬　 橋　 幸　 町

幸　　　　　　　　 谷 西 馬 橋 広 手 町
小　　　　　　　　 金 根　　　 木　　　 内
小　 金　 上　 総　 町 八　　　 ヶ　　　 崎
小金きよしヶ丘１～５丁目 八 ヶ 崎 １ ～ ４ 丁 目

小金清志町１～３丁目 八　 ヶ　 崎　 緑　 町
小 金 原 １ ～ ９ 丁 目 平　　　　　　　　 賀
七 右 衛 門 新 田 東　　　 平　　　 賀
新　　　　　　　　 作 ニ　　　 ツ　　　 木

新 松 戸 １ ～ ７ 丁 目 ニ ツ 木 二 葉 町

新 松戸 北 １～ ２丁目 馬　　　　　　　　 橋
新　　 松　　 戸　　 東 三　　　 ヶ　　　 月
新 松戸 南 １～ ３丁目 主　　 水　　 新　　 田
外　　　 河　　　 原 横　　　 須　　　 賀
殿　　　 平　　　 賀 横 須 賀 １ ～ ２ 丁 目



平成 ７年度

市政モニター

募 集

清
掃
施
設
の
見
学

モ
ニ

タ
ー
の
仕
事
・：
市
政
へ
の

意
見
提
出
の
ほ
か
、
会
議
・
研
修

会
へ
の

出
席
、
市
内
公
共
施
設
の

見
学
、
市
議
会
の
傍
聴
な
ど

対
象
…
①
市
内
に
引
き
続
き
一

年
以
上
住
ん
で
い
て

、
住
民
基
本

台
帳
等
に

登
載
さ
れ
て
い
る
二
十

歳
以
上
の
人

②
国
お
よ
び
地
方
公

共
団
体
等
の
職
員
で

な
い
人

③
市

に
関
係
す
る
役
職
の
委
嘱
を
受
け

て
い
な
い
人
④
市
の
ほ

か
の

制
度

の
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て

い
な
い
人

⑤
平
日
に
開
催
さ
れ
る
会
議
等
に

出
席
が
可
能
な
人

定

員
：
三

十

人

任

期

…
４

月

１
日

か

ら

一

年

間

謝

礼
・：

年
額

一
万

円

程

度匣

２

月
2
8
日

㈹
必

着
で

、

（

ガ

キ

に

市

政
に

つ

い
て

の

簡

単

な

意
見

、
ま

た

は

モ

ニ

タ

ー
に

応
募

し

た

動

機

と

、
住

所
・
氏
名

ラ

リ

ガ
ナ

）・
年

齢
・
職

業
・
電

話

番
号

を

記

入
し

て

〒
2
7
1松

戸

市

根
本

三

八
七

―
五

松

戸

市

役
所

市

民

相

談
室

へ

広報ビデオ

21世紀の森と広場

が で き まし た

総
合
公
園
・
二
十
一
世
紀
の

森

と
広
場
を
、
森
の
ホ
ー
ル
2
1や
博

物
館
な
ど
も
含
め
、
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
紹
介
し
た
広
報
ビ
デ
オ

「
魅
力
い
っ
ぱ
い
／
　

二
十
一
世

紀
の
森
と
広
場
」
が
で
き
ま
し
た
。

２
月
1
2日
㈲
正

午
か
ら
千
葉
テ

レ
ビ
で

放
送
し
〔
再
放
送
は
３

月

1
9日
収
正

午
か
ら
〕
、
1
5日
團
か
ら

貸
し
出
し
を
始
め
ま
す
。

こ
の
作
品
以
外
に
も
左
表
の
広

報
ビ
デ
オ
が
あ
り
、
無
料
で
貸
し

出
し
し
て
い
ま
す
。

貸
出
場
所
図

書
館
本
館
・
社
会

教
育
課
・
広
報
課

間
広
報
課

作　　品　　名 時　間 制作年度

魅力いっぱい！　21世紀

の森と広場

※2 /15冰)から貸し出し

分

15
平成
６年度

｀`おはよう崚太くん″広

がるボランティフフの輪
15 ５年度

まつど四季めぐり 15 ４年度

松戸歴史散歩
一まつさとを歩く－

20

３年度
ふれあい広げた
－日・中・韓・中学生バ

レーボール親善大会－

15

若獅子が舞う
一受け継がれる伝統一

15 ２年度

はつらつ健康都市まつど 巧
元年度

出動！　すぐやる課 20

ビ バ！　お父さん 28
昭和
61年度

種

を

植
え

た

時

か
ら

、

あ

な

た

は
農
園
オ
ー
ナ
ー
。
生
育
状
況
を

見

な

が

ら

、
イ

モ

掘
り

が
体

験
で

き

ま

す

。

と
れ
た
よ

／

新
鮮
な
ジ
ャ
ガ
イ
モ

を
ご
家
族

で
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
種
イ
モ
の
植
え
付
け

（
２

月
下
旬
）
か
ら
収
穫
（
６
月
下
旬
）

地
区
下
矢
切
　
区
画
十
平
方
び

費
用
一
区
画
三
千
円
　

予
想
収
穫

量
十
六

諺
程
度

※
植
え
付
け
、
肥

培
管
理
は
、
農

家
が
行
い
ま
す
。

匣
２
月
2
4日
廊
ま
で
に
、
往
復
（

ガ
キ
に
区
画
数
・
住
所
・
氏
名

ラ

リ
ガ
ナ
）
・
電
話

番
号

を
記
入
し

て

、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七

―

五
松
戸

市
役
所
農
政
課
内
松
戸
市

都
市
農
業
振
興
協
議
会
じ
ゃ
が
い

も
係
へ

固
農
政
課
農
政
係

市
・
県
民
税
の
申
告
は

２
／
旧
困
～
３
／
1
5圉

受
付
日

時
…
２
月
1
6日
困
～
３

月
1
5日
圉
　

午
前
８
時
3
0分
～
午

後
５

時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

受
付
場
所
…
市
役
所
本
館
二

階

大
会
議
室
・
各
支
所

申
告
す
る
人

…
平
成
７

年
１
月

―
日
現
在
、
市
内
に

住
ん
で
い
て
、

平

成
６
年
中
に

所
得
が
あ
っ
た
人

や
退
職
し
た
人
な
ど

※
所
得
が
な
く
、
ど
な
た
の
扶
養

に

も
な
っ
て
い
な
い
人
も
、
申

告
が
必
要
で

す
。

問
市
民
税
課

２
月
1
0日
廊
に
広
報
ま
つ
ど

税
特
集
号
を
発
行
し
ま
す
。

償
却
資
産
の
申
告
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か

償
却
資
産
の
法
定
申
告
期
限

〒

月
3
1日
）
が
過
ぎ
ま
し
た
。

ま
だ
串
告
し
て
い

な
い
個
人
・
法

人
は
、
大
至
急
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
醋
資
産
税
課
税
課
償
却
資
産
係

所
得
税
の
還
付
申
告
を

税
務
署
で
受
け
付
け
中

対
象
・：
①
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
医

療
費
控
除
や
住
宅
取
得
等
特
別
控

除
を
受
け
る
人

②
年
の
途
中
で
退

職
し
た
人
（
そ
の
後
再
就
職
し
た

人
を
除
く
）
な
ど

受
付
期
限
・：
３
月
1
5日
圉
ま
で

婚前・新婚学級

会
場
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
　
対

象
未
婚
あ
る
い
は
新
婚
の
男
女

（
お
一
人
で
の
参
加
も
可
）

惠
２

月
1
0日
窗
ま
で
に

、
電
話
で

健
康
管
理
課
松
戸
方
面
保
健
室
容

6
6
1
7
4
8
9
番
へ

日　時 内　　　　　容

2/13(月)

午
後
６
時

30
分
Ｓ
８
時

30
分

男女のコミュニケーションを考える

東海大学講師　三輪　建二氏

2明

現代社会における家族の役割

順天堂大学助教授　米林　喜男氏

※血圧測定、尿検査を無料で実施します。

27(月)

気がついてからでは遅すぎる

妊娠・出産の心得

国立公衆衛生院医師　林　謙治氏

豪希望者には血液検査（血液型･貧血･梅毒･

風疹抗体価）を有料で実施します。

３／６(月)

幸福な家族設計のために

健康管理課保健婦

※検査結果をお知らせします。

13(目)

楽しく作ろう料理教室

栄養士　橋本　園子氏

※材料費500円かかります。

受

付

揚

所
・
：
松

戸

税

務
署

※

２

月
1
5
日

困

ま
で

（
土

・

日

を

除
く

）
、
東
京

駅
日

本

橋
口

の
「

広

域

還

付

申
告

セ
ン

タ

ー
」
で

も

還

付

申

告
を

受

け

付
け

て

い

ま

す

。

受

付
時

間

は

午

前
９

時

か

ら

午

後
５

時

（
正

午
～

午
後
１

時
を

除

く

）
ま
で

。

個
別

相

談

（
代

書

）
は

扱

い

ま
せ

ん

。

固

松
戸

税

務

署

昔
6
3－
1
1
7
1

番

下
表
の
通
り
無
料
相
談
を
行
い

ま
す
。
ご
利
用

く
だ
さ
い

。

閲
松
戸
税
務
署
酋
6
3－
1
1
7
1

番

(
M
) (ふふ
Ｊ
亠
28
(火)
27
(月)
24
耐 羂箔

21
(火)
20
(月)
17
廁

４

附

期

日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

支 会 税

部 松 理
戸 士

会

場

○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ●

ン 市 常

夕 民 盤
｜ セ 平

○ ○
ン 市 小

夕 民 金
１ セ 原

○ ○ ○ ○ Ｏ ○ ●
ン 市 新
夕 民 松
｜ セ 戸

受付時間…午前 ９時3〔)分～ 正午と午後１時～ ４時

※OE[] は税理士会の無 料相談　●印は税 務署の出張相談

※その日 の内に相談できな いほど来場者 が多いと きは、その日 の受け付けを締

め切ることがあり ます。

※税理士会では 、小 規模事業者や簡易な 計算で済む方( 贈与税･ 譲渡所 得･消費

税を除く) の無料 相談を 行います。

※贈与税・譲渡所 得・消 費税の申告相 談の方は、税 務署にお出 掛けく ださい。

※各会場とも、自動 車で の来場はご 遠慮く ださい。

３
月
定
例
市
議
会
開
催
予
定

平
成
７

年
松
戸
市
鈑
会
３
月
定

例
会
は
、
３
月
２
日

團
か
ら
2
8日

㈹
ま
で

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

請

願
・
陳
情

は
、
２

月
2
1日

㈹
午
後
５

時
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
傍
聴
す
る
場
合
は
、
日
程
を
あ

ら
か
じ
め

確
認
し
て
く
だ
さ
い

。

閲
市
議
会
事
務
局
議
事
課

28
(火)
24
鬯
23
附
22

冰）蒿16㈲
14

(火)

13
(月)
９
困
８
團
７

(火)
３
鬯
２
困

期

日

本

会

議

予
算

審
査

特
別

委
員
会

常

任

委

員

会

本

会

議

常

任

委

員

会

招

集

日

本

会

議

会

議

予

定

議

案

等

の

議

決

予　 平

算　成
議　７
案　年
審　度
査　各
会
計

議

案

等

の

審

査

一

般

質

問

ｌ

果

補
正

予
算

議
案
審
査

施

政
方
針

議
案

説
明

主

な

内

容

高

等
学
校
入
学

資
金
を
お
貸
し

し
ま
す

日　　　　　　時 会　　場 形態

2/8 團
午後３時～３時30分

４時～４時3〔}分
図書館本館

キ
ヤ

ラバン

9困

午後３時～４時

古ヶ崎市民

センター

1膾
八柱市民セ

ンター

16附 矢切公民館

17廁
八ヶ崎市民

センター

23困
小金北市民

センター

2樒
東部スポー

ツパーク

3/3c
松飛台市民

センター

対象…３歳～９歳くらい　費用…無料

でんわおはなしキャラバン　S77 －0000番

閲市立図書館　**65-5115番

素敵にコミュニケーション

ジ
ャ
ガ
イ
モ
農
園
オ
ー
ナ
ー
募
集

税
務
署
の
出
張
相
談
・

税
理
士
会
の
無
料
相
談

干葉テレビ( Ｕ Ｈ Ｆ４６チャンネル) で放送

2 ／12(日)正午～午後 Ｏ時15 分

〔再放送3 /19( 日)正午から〕

広報ビデオ一覧

魅力いっぱい／

お

は

な
し

キ

ャ

ラ

バ

ン

今
春
、
高
校
（
高
等
専
門
学
校

を
含
む
）
に

進
学
を
希
望
す
る
生

徒
が
い
て

、
経
済
的
理
由
で
進
学

さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
家
庭
に
、

高
等
学
校
入

学
資
金
を
お
貸
し
し

ま
す
。
貸
付

限
度

額
三

十
万

円
以
内

（
公
立
と
私
立
で
は
額
が
異
な
り

ま
す
）
　
資
格
①
成
績
良
好
、
品
行

方
正
で
出
身
中
学
校
長
が
推
薦
す

る
健
康
な
生
徒
で
あ
る
こ
と

②
保

護
者
が
松
戸

市
の
住
民
基
本
台
帳

に
一
年
以
上

登
録
さ
れ
て
い
て

、

引
き
続
き
市
内
に
居
住
し
て
い
る

こ
と

③
市
内
に

居
住
す
る
確
実
な

連
帯

保
証

人

が
得
ら

れ
る
こ

と

受
付
期
限
３

月
1
0日
窗
ま
で

呈

・
ヽ

日
曜
日
を
除
く
）
　
受
付
時
間

午

前
８

時
3
0分
～
午
後
５
時

汰
申
請
は
合
格
決
定
前
に
で

き
ま

す
。

茴
援
護
課
援
護
係



健康増進センターは

健康増進コース修了者へ

スペシャルプログラム

体重kg ÷（身長m)2  = 24以上の

肥満または肥満傾向の人を対象に、

10週間にわたるコー スを、５月と

９月の年２回用意しています。

日常生活を見直し、より良い 食

習慣や運動習慣を身に付けて、無

理なく肥満を解消しましょう。

コース終了後も３ヵ月間、減量

実績を維持 一助長するためのメニ

ューも用意しています。

第１週 オリエンテーション・健康的ダイエットについて

第２週 血液検査　太白ない食べ方のポイント

第３週 調理実習(私の適量) ※みそ汁持参(塩分測定)

第４週 減量と運動について

第5 週 医師の話

第6 週 運動実技

第フ週 私の工夫とQSA

第８週 調理実習(杣の１食分再チェック)

第９週 血液検査・運動実技

第10週 終了式

健康生活のパートナー

講義と調理実習による、１日当

たり1,600 キロカロリーのヘルシ

ークッキング教室を春・秋・冬の

年３コース用意しています。

テーマは各コースで異なります

が、食品や調理法によって変わる

食事の組み合わせのいろいろを、

実際に作って食べて、自分に合っ

た食事内容や量をつかんでいただ

くための教室です。

２月は「成人病予防月間」。最近は、運動不足や食生活

のアンバランス、精神的ストレ スなどが原因で発症する

成人病の比重が大きくなってきています。

健康増進センターは、「健康は積極的な予防から」を

合言葉に、健康増進コースをはじめ、スリムコース、楽

々バランスメニュー教室、個人トレーニング指導など各

種プログラムを用意して、より 健康になろうという人を

応援しています。

肺機能測定

運動指導員があなたに合わせた

運動プログラムを作成します。血

圧が高めや肥満気味の人などにも

症状に合わせてプログラム。

個人トレーニングカードには、

その日に行なった運動や体重、血

圧・脈拍なども毎回記録。運動指

導員が細かなポイントをチェック

します。レベルアップ・ステップ

アップの相談もお気軽に。

゛ ＜匸

個人トレーニング

カード

機
器
に
よ

る
強
化
ト
レ
ー
ニ
ン

グ

利用料金309 円（2 眄間）トレーニング

健康の評価とアドバイス

測定や検査のデータを、医

師や保健婦・栄養士・運動指

導員・検査技師が専門の立場

から検討。個人にあつた運動･

食生活・休養について、助言

と指導をします。

曜 日 午　　　 前 午　　　 後

月 個人ﾄﾚｰﾆﾝﾌ(9:30 ～怙 剛
☆ライトエアロビクス（13:30～15:00）

個人トレーニンフ （呼CX卜IZ 湧）

火 個人トレーニンフ(9:3卜12:00)
☆気　　 功　　 （13:3卜

個人トレーニンフ （15:0｛卜

5:o(〕)

ｱ:00)

水
個人トレーニンフ(9:30～怙00ﾘ　 倡人トレーニングm:00 ～16:30)

(第1 ・第3 水曜日は休館)

木
☆祠こり・腰痛予防体操

(10:か 什30)

☆ョ　　 ガ　　 （勺:3卜 巧:00）

個人トレ ーニンフ （笥:00～7:| ））

金 個人ﾄﾚｰﾆﾝﾌ(9:3 卜12:C)0) 個人トレ ーニンフ （13翻 ～晉30）

土
個人トレーニング 第い ３週(9:30～12:CX)ツ3:00～16:30)

儁人トレーニング 第2･ か５週(9:O卜16:00)C 運動指専鄰こよる指導はなし〕

日 個人トレーニンフ(9:00～16屆)〔運動指導員lこよる指導はなし〕

●交 通：松戸駅下車

西Ｄ３番バス乗り椙力ら

京成バス｢ 市川 駅」行きで

浅剤台下廖

健康・食生活 一運動につい

て調査表に記入します。あな

たの健康を診断する上で重要

な資料になります。

尿・血液検査

尿からは糖・蛋白・ウロビ

リノーゲンを、血液からはコ

レステロール・ＧＯＴ・GP

Ｔなどを細かくチェック。

安静時の血圧や身長・体重

を測るほか、体の脂肪の割合

も測定します。

肺活量は体力年齢の目安に

もなります。

健康増進コース診断表

殤☆印は集団指導です。
※集団指導中は、個人トレ ーニングはできet せんo

臺昼休み(12時～13時)は、個人トレーニングはできません。

娠ラ イトエアロビクス、気功、ヨガ、肩こり 一腰痛予防体操は８月中はお休みです。

午前８時30分～午後５時
第1 ・3 水曜日、祝日、

年末年始

開館時間
休 館 日

健
康
は
今
よ
り
も
こ
れ
か
ら
が
大
切

健
康
の
た
め
に

必
要

な
の
は
、

食
事
・
運
動
・
休
養
の

バ
ラ
ン
ス

で
す
。
皆
さ
ん
は
「
私
は
大
丈
夫
！
」

と
思

っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？

で

も
、
健
康
増
進
指
導
コ

ー
ス

の
新
規
受
診
者
の

う
ち
、
全
く
異

常
が
見
ら
れ
な
か

っ
た
人
は
わ

ず

心電図検査

４　 安静時と負荷（運動）後の

心電図を検査します。

か
一
四
・
四
％
で
、
そ
の
ほ
か
は
、

何
ら
か
の
指
導
や
医
療
が
必
要

な

人
で
し
た
。
ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
指
導
上
問
題
が
あ
る
人
は
、
加

畆

と
と
も
に
増
加
し
て
い
き
ま
す
。

健
康
状
態
や
体
力
に
は
個
人
差

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
時
点

で
の
そ
れ
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
先
、
そ
れ
が
維
持
で

き

る
か
ど
う
か
、
よ

り
健
康
に
な
れ

る
か
ど
う
か
が
問
題
な
の
で
す
。

健
康
増
進
指
導
コ

ー
ス
で
自
分

の
健
康
状
態
を
定
期
的
に
チ

エ
。

ク
。
そ
の
後
は
、
必
要
に
応
じ
て

、

肥
満
解
消
の
た
め
の
ス
リ
ム
コ
ー

負荷をかけることで、運動後の心臓をチェック

診　 察

医師による診察があります。

ふだん気になっていることな

ど気軽にご相談を。

ちょっとつらいけど

ガンバレ

〒271 松戸市上矢切299番地の１

≪65-5588 番または68-1814番

ス
や

ヘ
ル
シ
ー
な
食
生
活
の
た
め

の
楽
々

バ
ラ
ン
ス
メ
ニ
ュ

ー
教
室
、

個
別
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用

意
し
た

個
人
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
利
用

で
き
ま
す
。

ま
た
、
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
へ

通
え
な
く
て

も
、
日
常
の
運
動
習

慣
や
生
活
習
慣
を
変
え
て

、
健
康

増
進
コ

ー
ス

だ
け

を
定
期
的
に
利

用
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

あ
な
た
も
、
あ
な
た
の
健
康
づ

く
り
に

、
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
を

上
手
に
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

蠢
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

酋
6
5－
5

5
8
8

番
（
案
内
図
参
照
）

体力測定

垂直跳びや上体起こし・自

転車エルゴメーターを使って

あなたの体力を測定します。

児

童

手

当
（

二

月

期

分

）
を

支

給

し

ま

す

児
童
手
当
二
月
期
分
（
1
0月
～

１

月
分

）
を
指
定
預

金
口
座
に
振

り
込
み
ま

す
。
２
月
1
0日
童
以

降

に
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
①
現
況
届
を
期
間
内
に
提

出
し
、
引
き
続
き
受
給
資
格
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
人

②
平
成
６

年

６
月
以
降
に
新
し
く
認
定
さ
れ
た

人＊
現
況
届
未
提
出
の
人
は
、
至
急

援
護
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

鵞
援
護
屎
援
護
係

教
育
委
員
会
会

議
を
開
催

し

ま
す２
月
９
日
團
午
後
２
時
か
ら

会
場
教
育
委
員
会
五
階
会
議
室

茴
教
育
委
員
会
総
務
課
四
6
6
1
7

4
6
0
番

国

民

健

康

保

険

被

保

険

者

証

が
更

新

さ

れ

ま

す

現
在
の
・
「
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
」
と
「
国
民
健
康
保
険
退

職
被
保
険
者
証
」
は
、
３
月
3
1日

で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

該
当
す
る
世
帯
に
は
３
月
初
旬

に
郵
送
（
一
部
世
帯
を
除
く
）
し
ま

す
が
、
入
院
な
ど
で

自
宅
以
外
の

場
所
に
郵
送
を
希
望
す
る
人
は
連

絡
し
て

く
だ
さ
い
。

※
新
し
い
被
保
険
者
証
は
届
き
次

第
使
用
で
き
ま
す
。

※
古
い
被
保
険
者
証
は
、
国
民
健

康
保
険
課
ま
た
は
市
民
課
・
支

所
の
窓
口
に

お
返
し

く
だ
さ
い
。

雋
国
民
健
康
保
険
課
資
格
給
付
係

町

名

地

番

が

変

わ

り
ま

し

た

１
月
2
8日
出
か
ら
八
ヶ

崎
地
区

の
一
部
の
町
名
地
番
が
変
わ
り
ま

し
た
。

縦

の

変霆

区

八昌

－
一一j4

新

叨

名

蠢
総
務
部
庶
務
課
町

名
整
備
係

平

成

７

年

度

中

学

校

給

食

開

始
（

五

校

）
に

伴

う

食

材

業

者

を

募

集

平
成
７
年
度
か
ら

、
左
表
の
中

学
校
で

給
食
を
開
始
し
ま
す
。
安

価
で

良
質
な
食
材
を
、
一
定
の
条

件
の
中
で
安
定
し
て
納
入
で

き
る

業
者
を
募
集
し
ま
す
。

学 校 名 住　　 所 電　 話

第二中学校

第三中学校

第四中 学校

小金南中学校

河原塚中学校

小山685

馬橋2080

五香六実13

小金清志町1-16-1

河原塚190

63-7206 番

41-5195 番

8アー5311番

42－1061番

91-6161 番

圃
２

月
2
4日

窗
ま
で
に
、
直
接
各

中
学
校
へ

黷
保
健
体
育
課
給
食
係
四
6
6
1
7

4
5
9
番

平

成
７

年

度

放

送

大

学

学

生

募

集十
八
歳
以
上
な
ら
、
だ
れ
で
も

入

学
で
き
ま
す
。
一
科
目
だ
け
で

も
学
べ
ま
す
。

履
修
コ

ー
ス
全
科
＝
大
学
卒
業

コ

ー
ス
、
選

科
＝
一
年
間
在

学
コ

ー
ス

、
科
目
上
（

ヵ
月
在
学
コ

ー

ス
　

出
願
期
限
２
月
1
5日
圉
ま
で

黯
放
送
大
学
本
部
｀
0
4
3
－
2
7
6
－
5

1
1
1

番
、
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

｛
｀
0
3
1
3
5
8
0－
4
6
0
0

番

児

童

手

当

の

申

請

は

お

済

み

で

す

か

対
象
①
三
歳
未
満
の
児
童
を
養

育
し
て
い

る
②
保
護
者
の
前
年
の

所

得
が
一
定
額
未
満
の
人
　

支
給

額
月
額
五
千
円
（
第
三
子
以
降
は

一
万
円
）
　
受
付
窓
口
援
護
課
・

市
民
課
・
各
支
所

東
手
当
は

申
請
し
た
翌
月
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。

黷
援
護
課
援
護
佩

市

立

幼

稚

園

園

児

の

募

集

募
集
幼
稚
園
中
部
小
学
校
・
小

金
小
学
校
附
属
幼
稚
園
　
入

園
資

格
市
内
に
住
所
を
有
す
る
、
平
成

元
年
４

月
２
日
か
ら
２

年
４
月

―

日
ま
で
の
間
に

生
ま
れ
た
幼
児

保
育
期
間
各
幼
稚
園
と
も
一
年
保

育
　

受
付
場
所
各
幼
稚
園
（
該
当

幼
児
の
住
民
票

一
通
と
印
鑑
を
持

参
の
こ
と
）
　
　費
用
入
園
料
三
千

円

、
そ
の
ほ
か
制
服
・
靴
代
な
ど

で
約
二
万

円
、
ま
た
月

ご
と
に

保

育
料
六
千
円
、
そ
の
ほ
か
紿
食
費

・
絵
本
代
な
ど
で

約
四
千
円
程
度

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

櫃
簔

育
委
員
会
学
務
課
｛
1
6
6
1
7

4
5
7

番
、
中
部
小
附
属
幼
稚
園

四
6
3－
2
5
6
9

番
、
小
金
小
附

属
幼
稚
園

四
4
1－
2
0
0
3

番

ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ

ー

内

温

水

プ

ー

ル

・

六

実

高

柳

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

内

の

ふ

ろ

が

臨

時

休

業

し

ま

す

ク

リ

ー
ン

セ

ン

タ

ー
内

温

水

プ

ー
ル

は
２

月
2
0
日

側
～

３

月
ｎ
１１
日

出

、

六

実

高

柳
老

人

福

祉
セ

ン

タ

ー
内

の
ふ

ろ

は

２

月
2
0
日

㈲

～
３

月
９

日
團

の

間

、

定

期

整
備

の

た

め

休

業
し

ま

す

。

黯

ク

リ

ー

ン

セ
ン

タ

ー
内
温

水

プ

ー
ル
・
1
8
5
1
7
1
0
0

番

、
六

実

高
柳

老
人

福

祉
セ

ン

タ
１

酋
8
6－

3
4
7
8

番

国

土

利

用

計

画

法

の

届

け

出

対

象

面

積

が

変

わ

り

ま

し

た

千
葉
県
で

は
、
２
月
１
日
に
国

土
利
用
計
画
法
に

基
づ
く
監
視
区

域
の

指
定
を
、
県
内

全
域
で

解
除

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
。
市
内

の
土

地
取
り
引

き
な
ど
の
際
に
届

け
出

が
必
要
と
な
る
面
積
は
次
の

よ
う
に
な
り
ま
し
た

。

都
市
計
画
区
域
の
市
街
化
区
域

二

千
平

方
討
以
上
　

そ
の

他
の
都

市
計
画
区
域
五
千
平
方
μ

以
上

擂
都
市
計
圃
課
指
導
係

公

団

賃

貸

住

宅

入

居

者

募

集

募

集

期
間

２

月
Ｈ

日

脚

～
2
0
日

側
　

募

集
物

件

「

プ

ロ

ム
ナ

ー

ド

北

松

戸
（
第

二

次

）
」（

新

作
一

三
四

－

五

）
　
　
募
集

戸

数
百

十

戸

（
一

Ｌ

Ｄ
Ｋ

～

四

Ｌ

Ｄ
Ｋ

）
　
　
入

居

予

定
５

月

下

旬
～

６

月

上

旬

東
一
所

定

の

申
込

書

を

郵

送
で

菁

狸

宅

・

都
市

整

備

公

団

東

京
支

社
住

宅

事

業
第

二

部

住

宅

計

固
第

一
課
・
1
0
3－
3
2
6
3

－
8
6
5

6
番

（
２

月
1
3
日

以

降

は

一`
5
3

2
3
－
2
7
6
8

番

に

変

更

）

仮

称

・

千

葉
県

立

野

田

看

護

専

門

学

校

の

教

員

を

募

集

対
象
看
護
教
員
経
験
者
ま
た
は

看
護
教
員
養
成
課
程
修
了
者
　

募

集
人
員
若
干

名

顛
県
衛
生
部
医

療
整

備
課
県
立
看

護
婦
養
成
所
準
備
班
四
0
4
3
－
2
2
3
－

3
8
8
6

番

平

成

７

・

８

年

度

千

葉

県

消

費

生

活

改

善

推

進

員

の

募

集

資
格
県
内
に
居
住
す
る
二
十
歳

以
上
の
人
　

任
期
４

月
１
日
か
ら

二
年
間
　

謝
礼

年
間
七
千
五
百
円

程
度
圉
指
定
の
用

紙
に
記
入

の
上
、
２

月
2
8日
㈹
必
着
で
〒
2
6
0
－
9
1
千
葉

中
央
郵
便
局
私

書
箱
四
〇
号
県
企

画

部
県
民
生
活
課

消
費
者
行
政
係

（
・
‘
0
4
3
1
2
2
3

－
2
2
9
6

番
）へ

※
申
込
用
紙
は
市

役
所
消
費
生
活

課
に

あ
り
ま
す
。

原

爆

被

爆

二

世

の

健

康

診

断

対
象
両
親
ま
た
は
両
親
の
ど
ち

ら
か
が
被
爆
者
で

受
診
希
望
の
人

実
施
期
間
３
月
1
0日
齏
ま
で

惠
２

月
1
5日
團
ま
で
に

、
（

ガ
キ

に
健
康
診
断
希
望
と
書
い
て
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月

日
・
被
爆
者
（
両
親
・
父
・
母
）
を

記
入
し
、
〒
2
6
0
－
9
1
千
葉
市
中
央

区
市
場
町
一
－

一
千
葉
県
衛
生
部

保
健
予
防
課
防
疫
結
核
係
（
四
0
4
3

－
2
2
3
1
2
6
0
8番
）
へ

血圧測定・身体計測イ
ン

ピ
ー
ダ
ン
ス

に
よ

る
体
脂
肪
の

測
定

健
康
増
進
指
導
コ
ー
ス

あなたの現在の健康状態や体力を調べるコースです。このコースの結果を見て、あなたに合った健康づくりの方法を選びます。

対象…市内在住または在勤の20歳以上の人

費用…初回時=3,090 円(３ヵ月以内の基本健康診査結

果持参の人は1,030円)。２回目以降=  1,030円

実施日…毎週月・火・金・土曜日( 第２・第４・第５

土曜日を除く)

利用方法…予約制(電話でまたは直接窓口で)

質問調査

案内図

わ
た
し
は
来
ら
れ
る
と
き
に
で
き
る

個
人
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

楽
々
バ
ラ
ン
ス
メ
ニ
ュ
ー
教
室

個
人
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

実
際
に
作
っ
て
食
べ
ま
す

ス
リ

ム
コ

ー
ス



※タイトルが色刷りのものは、

市の主催です。

福

祉

職

場

合

同

就

職

説

明

会

２

月
1
8
日

出

午
後
Ｏ

時
3
0
分

～
３
時
3
0分
　
会
場
千
葉
商
工
会

議
所
　
内

容
社
会
福
祉
施
設
へ
の

就
職
を
希
望
す
る
人
を
対
象
と
し

た
各
施
設
の

職
員
に
よ

る
個
別
面

談間
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉

人
材
セ
ン

タ
ー
容
0
4
3
－
2
4
8
－
1
2

9
4
番

は

り

・

き

ゅ

う

・

あ

ん

ま

の

施

術

奉

仕

２
月
2
6日
収
午
前
９

時
3
0分
か

ら
　

会
場
総
合
福
祉
会
館
　

費
用

無
料
惠
２
月
1
5日
困

ま
で
に
、
往
復
（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
希
望
の

施

術
を
記
入
し
て

、
〒
2
7
0
松
戸
市
金

ヶ
作
二
二
三
上

元

松
戸
視
覚
障

害
者
協
会
・
佐
倉
（
容
8
7
1
3
4

2
9
番
）
　へ

保
健
・
衛
生

糖

尿

病
・
高

血

圧
・
肥

満

に

ブ

レ

ー
キ

、

病

態

別

栄

養

指

導

高
齢
化

社
会

の
到

来
と

と
も

に

、
成
人
病
が
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
成
人
病
の
予
防
は
、

い

か
に
良
い
食
生
活
を
持
続
で

き

る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。

市
で
は
、
松
戸
市
医

師
会
の
協

力
の

も
と
、
病
態
別
栄
養
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

糖
尿

病
、
高
血
圧
、
肥
満
等
で

栄
養
指
導
を
受
け
た
い
大
は
、
か

か
り
つ
け
の
医
師
に
お

申
し
出
く

だ
さ
い

。

実
施
日
毎
週
火
・
金
曜
日
、
午

前
９

時
～
午

後
４

時
　

会
場
中
央

保
健
セ
ン
タ

ー
　
対
象
原
則
と
し

て

四
十
歳
以
上
の
大
　

費
用
無
料

寮
主
治
医
を
通
じ
て

予
約
し
て
く

だ
さ
い

。

固
健
康
管
理
課
松
戸
方
面

保
健
室

啻
6
6－
7
4
9
0

番

お
話
し
会

「
登
校
拒
否

に
は
、

ま
ず
親

が
元

気
を
出
し

て
」

２
月
2
2日
圉
午
後
１
時
3
0分

～
４

時
3
0分
　
会
場
勤
労
会
館

費
用
五
百
円

鬩
松
戸
登
校
拒
否
を
考
え
る
会
・

増
山
登
4
4－
0
7
8
8

番

Ｄ

Ｐ

Ｔ

（

ジ
フ

テ

リ

ア

・

百

日

せ

き

・

破

傷

風

混

合

）

予

防

接

種

接
種
場
所
市
内
の
委
託
医

療
機

関
（
問
診
票
に

同
封
の
一
覧
表
以

外
は
受
診
不
可

）
　
対
象
一
期
＝

生
後
三
ヵ
月
～
四
十
八
ヵ

月
未
満

の
人
で
三
回
接
種
、
二
期
卜‥
一
期

終
了

後
十
二
ヵ

月
～
十
八
ヵ

月
の

間
に
一
回
接
種
〔
生

後
四
十
八
ヵ

月
～
七
十
二
ヵ

月
未
満
の
人
と
、

百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
こ

と
の
あ

る
人
に
は
、
Ｄ
Ｔ
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
混
合
）
を
接

種
〕
　
　申
し

込
み
を
す

る
人
一
期
（
三
回
）
、
二

期
二

回
）
を
接
種
し
て
い
な
い
人

で

、
問

診
票
を
持
っ
て
い
な
い
人

汰

一

期
＝
平

成
６

年
1
0
月
１

日

～
い
1
1
1
1

月
3
0
日

生

ま
れ
、

二
期

卜‥
平

成
５
年
６

月
―
日
～
７

月

3
1日

生
ま
れ
の
人
で

、
平
成
７

年
１
月
末
ま
で
に

住
民
登
録
を

し
た
人
に
は
、
２
月

中
旬
に
問

借

地

借

家

の

無

料

相

談

２

衍

１１（
日

賜

午

後
１

時
～

４

時

会

場

勤

労
会

館

寮
契

約

書
類

な

ど

が

あ

れ

ば
、

ご

持

参

く
だ

さ

い

。

固

松

戸

借
地

借
家

人

組

合

一`
4
1
1

8
2
7
9

番

催

し

物

松

戸

西

子

ど

も

劇

場

２
月
1
5日
困
・
1
6日
水
、
午
後

４
時
3
0分
（
1
6日
は
５

時
3
0分
）

開
演
　

会
場
市
民
劇
場
　
内
容
人

形
劇
団
ひ

と
み

座
公
演
「
ズ
ッ
コ

ケ
三
人
組
」
　

費
用
三
千
五
百
円

固

事
務
局
容
肌
－
1
6
0
6

番

野

鳥

観

察

会

（

江

戸

川

）

２

月
1
2
日

㈲
午

前

８

時

松
戸

駅

東

ロ

デ

ッ

キ

集
合

、

午

前
１１
‥一
時
現

地

解

散
　

持

ち
物

観

察

用

具

・
防

寒
具
・
筆
記
具

費

用

交

通
費

実

費

間

紺

ま

つ

ど
街

と

水

辺

の

緑
化

基

金

容
4
5－
9
8
4
6

番

診
票
を
送
付
し

ま
す

。

※
以

前
の
問
診
票
も
使
え
ま
す
。

圃
ハ
ガ
キ
に
右
の
と
お
り
記
入
し

て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
竹
ヶ
花
七
四

―

三
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
内
保
健
衛

生
課
予
防
係
（
登
6
6－
7
4
8
3

番
）
へ

麻

し

ん

予

防

接

種

接
種
場
所
市
内
の
委
託
医
療
機

関
（
問
診
票
に
同
封
の
一
覧
表
以

外
は
受
診
不
可
）
　
　対
象
生
後
十

二
ヵ
月
～
七
十
二
ヵ

月
未
満
の
人

申
し
込
み
を
す

る
人
麻
し
ん
の
予

防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
人
で
、

問

診
票
を
持
つ
て
い
な
い
入

寮
平
成
６

年
１
月
１
日
～
２
月
2
8

日
生
ま
れ
の
人
で

、
平

成
７
年

１
月
末
ま
で
に
住
民
登
録
を
し

て
い
る
人
に
は
、
２

月
中
旬
に

問
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

※
以
前
の
問
診
票
も
使
え
ま
す
。

天

体

観

望

会

２

月
2
5日

出
午

後
４

時
3
0
分

～
６
時
3
0分
　
会
場
手
賀
沼

親
水

広
場
水
の
館
　
対
象
小
学
四

年
生

～
中
学
三
年
生
（
保
護
者
同
伴
）

定
員
先
着
二
十

組
　
費
用
無
料

晤
電
話
で

手
賀
沼
親
水
広
場
登
0

4
7
1
j
8
4－
0
5
5
5

番
へ

映

画

「

ル

ッ

キ

ン

グ

ー
フ

ォ

ー

・

フ
ミ

コ

」

上

映
会

２
月
幵一
日
賜
午
後
Ｏ

時
2
0分
・

２

時
1
0分
・
４

時
か
ら
（
最
終
回

を
除
い
て

ト
ー
ク
あ
り
）
　
会
場

市
民
会
館
　
内
容
ウ

ー
マ
ン

ー
リ

ブ
運
動
と
女
性
た
ち
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ

ー
　
費
用
千
円
（
要
予
約
）

惠
電
話
で

磨
知
昔
6
1
1
9
0
1
1

番
へ

惠
ハ
ガ
キ
に
右
の
と
お
り
記
入
し

て

、
〒
2
7
1松

戸

市
竹

ヶ
花
七

四

上

二
中
央
保
健
セ
ン
タ

ー
内
保
健

衛
生
課
予
防
係
（
容
6
6－
7
4
8

3
番
）
　へ

愛

の

献

血

日　　　　　　時 会　　場 主　　催

2 /13(月)

午前10時～11時45分

と

午後１時～４時

松戸市役所 松戸市

14(火) 1匕小金駅南口

松戸ユーカ

リライオン

ズクラブ

17廁

イトーヨーカ

堂八柱店

入口前

松戸市・

松戸保健所

閲
健
康
管
理
課
業
務
係
容
6
6－
7

4
8
7
番

サ
ー
ク
ル

※

会
場
は
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま

す
。

小

金

原

美

容

体

操

サ

ー

ク

ル

毎

週

①
火

曜
日

②

木

曜
日

午

前

９

時
3
0
分
工

一
‥一
時
　

会

揚
小

金

原

体

育

館
　

費

用

月

千
円

（
入

会

金

千

円

）

閲

森

永

昔
4
4－
2
8
9
8

番

常

盤

平

東

子

供

会

（
ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

）

日
曜
・
祝
日
・
第
二
土

曜
午
前

９
時
～
午
後
２
時
　

会
場
常
盤
平

第
二
小

学

校
　

対

象
小

学
校
三

上
（

年
生
　
費
用
月
千
五
百
円
、

保
険
料
年
四
百
円
（
入
会
金
な
し
）

醴
中
島
容
8
8－
8
0
7
7

番

見
に
行
こ

う

聴
い
て
み
よ
う

＝
文
化
施
設
だ
よ
り
＝

閻市民会館

酋68-1237～9番
醴市民劇場き68－0070番

凹文化ホール

酋67-781  OS
茴 市立 博物 館**84-8181 番

醴 社会教育課市民文化係

≪66 一 周2 番
閲戸定歴史館
昔62－2050番

※
月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

2
4廁
1
2臼

２
／
５
日

期
　
日

が
ん
撲
滅
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
☆

松
戸
市
民
吹
奏
楽
団
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

よ
こ
す
か
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
吹
奏
楽
コ
ン
サ
ー
ト

内
　
　

容

０

‥ｙ

・

Ｏ

１

・

３

1
4一
聞一

1
4一
朗一

開
演
時
間

※
月
曜
日
は

休
館
。

５
日

３
／
４
倒
2
6日
2
3附
1
9日
1
8田
1
2日
1
1吩

２
／
５
日

期
　
日

ピ
ア
ノ
発
表
会

（
プ
テ
ィ
コ

ン
セ
ー
ル
）

ピ
ア
ノ
発
表
会
（

む
さ
し
ピ
「ｙ

ノ
教
室
）

カ
ラ
オ
ケ
大
会

カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
テ
ス

ト

ピ
ア
ノ
・
バ
イ
オ
リ
ン
発
表
会

ピ
ア
ノ
発
表
会

カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

ピ
ア
ノ
・
エ
レ
ク
ト
ー
ン
発
表
会

ピ
ア
ノ
発
表
会
（
Ｐ
ｅ
ｔ
・－
ｔ
　
ｃ
ｏ
ｎ

ｃ
ｅ
ｒ
ｔ

）

内
　
　
　

容

３

・

０

１

・

３

1
5一
ｍ
ｗ

1
0一
ｔ
Ｗ

1
8一
聞
一

1
3一
ｍ
Ｊ

1
7一
0
0

1
2一
ｍ
Ｊ

1
3一
ｔ
Ｗ

1
3一
ｍ
Ｊ

開
貭
時
間

※
月
曜
日
は
休
館
。
開
館
時
間
・：
午
前
1
0時
～
午
後
６
時

2
1㈲
～
３
／
５
日

２
／
７
㈲
～
1
2日

期
　
　
日

松
戸
市
書
道
展
覧
会

富
士
百
景
写
真
展

内
　
　
　

容

※
月
曜
日
（

祝
日
に
当
た

る
と

き
は
翌
日

）
・
第
四

金
曜
日

は
休
館

入
館
時
間
：
・
午
前
９
時
3
0
分
～

午
後
４

時
3
0分

観
覧
料
：
・
一
般
三
百
円

・
高
大
学
生
百
五
十
円

・
小
中

学
生
百
円

1
2臼
ま
で

２
／
2
8
㈲
ま
で

午
後
１

時
・
３

時
か
ら
3
0分

間
（
土
・
日

・
祝
日
は
午

前

1
1時
か
ら
も
上
映
）

期
　
　

間

国
重
要
文
化
財
指
定
記
念
　

幸
田

貝
塚
出
土
品
展

（
観
覧
無
料
）

ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
「

慶
州
／

新
羅
千
年
の
都

」（

観

覧
無
料
）

※
３
／
１

伽
か
ら
は
「
大

英
博
物
館
／

メ
ソ
ポ
タ
ミ

ア

の
美
」
（
六
十

分
）
を
上
映

内
　
　
　

容

西 東 期
間

母
と
子
の
オ
ム
ニ
パ
ー
ク

幼
児

絵

画

作

品

展

緑
ヶ
丘
一
丁
目
自
治

会
2
0周
年
記
念
「
な

ん
で
も
展
示
会
」

２
／
1
7廁
ま
で

彩
版
画
ブ
ル
ー
フ

「
木
版
画
展
」

和
紙
ち
ぎ
り
絵
グ
ル
ー
プ

「
創
作
展
」

1
8印
～
３
／
３
廁

陶
芸
ク
ラ
ブ
清
窯

会
「
作
品
展
」

日
本
画
サ
ー
ク
ル

ふ
き
の
と
う

「
作
品
展
」

４
山
～
1
7吻

松
戸
川
柳
会

「

作
品
展
」

日
野

礼
子
／

孫
田

瑞

枝
「

姉
妹
展

」

パ
ス

テ
ル
・
書
・
俳

画

1
8印
Ｓ
3
1揃

入
館
時
間
：
牛
前
９
時
3
0分
～
午
後
４
時
3
0分
（
月
曜
日
は
休
館
）

入
館
料
：
大

人
六
十
円
・
高
大
学
生
四
十
円
・
小
中
学
生
二
十
円

1
9日
～
３
／
3
1廊

２
／
1
2臼
ま
で

期
　
　
間

「
戸
定
邸
で
の
く
ら
し
」
－

絵
画
・
工
芸
品
を
中
心
に
ー

「
徳
川
一
門
の
人
々
Ｌ
－

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を
中
心
に
ー

内
　
　
　

容

市

民

吹

奏

楽

団

フ

ァ

ミ

リ

ー

コ

ン

サ

ー

ト

２

月
1
2
日

収
午

後
２

時

開
演

会

場
市

民
会

館
　

内

容
ア
ラ

ジ

ン
、
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
大
行
進
曲
ほ

か
　

費
用
無
料

固
渡
利
容
6
8－
2
5
3
6

番
（
夜

間
）

手

賀

沼

浄

化

ト

ー

ク

の

つ

ど

い
３

月
1
2
日

㈲
午

前
幵一
時
開
場

会
場
柏
市
民
文
化
会
館
　
内
容
①

パ
ネ
ル

展
②
手
賀
沼
ト

ー
ク
と
ミ

ニ
コ
ン
サ

ー
ド
（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
基
調
講
演
な
ど
）

定
員
千
五
百
人
（
②
の
み
）

圃
２
月
2
8日
㈹

屑

印

有
効
〕
ま

で
に
往
復
（

ガ
キ
に
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し

て
、
〒
2
6
0
千
葉
市
中
央
区
中
央
港

一
－

一
一
－

一
剛
千
葉
県
環
境
財

団
（
0
0
4
3
－
2
4
6
1
2
0
7
8番
）

へ※
（

ガ
キ

ー
枚
に
五
人

ま
で
記
入

可
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
。 情報チャンネル

喜

楽

家

ミ

ニ

バ

ザ

ー

２
月
2
6日
旧
正
午
～
午
後
２

時

会
場
喜
楽
家
（
馬
橋
二
九
八
六

）

固
喜
楽
家
容
4
4－
9
9
5
1

番

ｙ

市民

会館市民劇場
文化ホー

ル
ギャラリー

私立博物館松戸駅市民
ギャラリー

戸　定
歴史館



雪

に

親

し

む

会

（

ス

キ

ー

）

３

月
2
4
日

齏

午

後
1
0
時

伊

勢
丹

松

戸

店
前

集

合

、
2
7
日

側

午

後
９

時

帰

着
　

行

き
先

山

形

県

蔵
王

ス

キ

ー
場
　

対

象

市
民
　

定

員
先

着

三

十
八

入
　

費
用

大

人

四
万

二

千

円
、
小

学
生

ま
で

四

万

円
（
往

復
バ

ス

代
・
二

泊
五

食
代
・
保

険
料

含
む

）

固

松
戸

市

ス

キ

ー

連
盟

・

高

橋

登

6
2－
1
8
0
0

番

（
日

曜

・

祝
日

を

除
く

）

エ

ア

ロ

ビ

ッ

ク

・

講

演

と

実

技

指

導

２

月
1
2日

面

午
後
Ｏ

時
3
0
分

～
４
時
1
5分
　
会
場
小
金
原
体
育

館
　
内
容
①
講
演
「
エ
ア
ロ
ビ
ッ

ク
夲
薬
し
む
哂
」
②
実
技
指
導
「
エ

ア
ロ

ビ
ッ
ク
」
　
講
師
知
念
か
お

る
氏
　

持
ち
物
上
履
き
・

バ
ス
タ

オ
ル
　

費
用

無
料

匣
当
日
会
場
で

茴
ス
ポ

ー
ツ

課
容
6
3－
9
2
4
1

番

ス

ポ
ー
ツ
教
室

ス
ポ
ー
ツ

種　　　目 日　　　時 会　　　場 問 い 合 わ せ

ラージボール卓

球

２／恨日）
午前９時～正午

新松戸西小学校

体育指導委員
香川O43-5580 番

インディアカ
体育指導委員
梶野む42－2602番

グラウンドゴル

フ
体育指導委員
木下S45-3429 番

ソフトバレーボ

ール
新松戸1ﾋﾝJX学校

体育指導委員
小林S45-3685 番

バドミントン
2 /19旧)・26(日)
午前９時～正午

高木第二小学校
体育指導委員
山方昔8アー9009番

卓球

2 /19(日)・26(日)

午前９時～午後
１時

小金原体育館
体育指導委員
松丸ffl43-6608番

ソフトバレーボ

ール

2 /19旧)・26(日)

3/5( 日)
午前９時～正午

常盤平第一小学
校

体育指導委員
染谷≫87-ｱ632 番

千
駄
堀

費用…保険料バドミントン100円・卓球200円、その他は無料　甬当日会場で

大
友
　
節
子
オ

美瑛町北海道

真
夏

に
ま
さ

か
雪

だ
る
ま

を
見

よ
う

と
は
。
昨
年

の
８

月
、

応
募

し

た
Ｊ
Ｒ

旅

の
プ
レ

ゼ
ン
ト

に
、

何

倍
も
の
倍
率

の
中
７
ん

と
当
選
。

電
車
好
き
の
息
子
と
一
緒
に
、
寝

台
列
車

「
北
斗
星

」
に
乗
り

北
海

道
美
瑛
町

へ
行

っ
て

き
ま
し

た
。

現
地

は
見
渡

す
限
り

ジ
ャ

が
イ

モ

の
白

い
花

が
咲
き
、
名

前
の
通

り

と
て
も

美
し

い
所
で
し

た
。

地
元

の
皆
さ
ん

の
演
奏

に
よ

る

歓
迎
や
、

わ
ざ
わ

ざ
雪

だ
る
ま

を

作
っ
て
の
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト

も
あ

っ
て
楽

し

い
旅
で

し

た
。

素
敵
な
思
い
出
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て

く
にれ
た
、

北
海

道
の
皆

さ
ん

の
温
か
い
も
て
な
し
に
頭
の
下
が

る
思

い
で
す
。

あ
な
た
の
旅
の
思
い
出
を
、
写

真
に
二
百
字
程
度
の
文
章
を
添
え

て
広
報
課
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

き

の

こ

（

し

い
た

け
）

教

室

２
月
1
2日
収

午
前
1
0時
～
午
後

２

時
（
小
雨
決
行
）
　

会
場
船
橋

県
民
の
森
（
管
理
事
務
所
集
合
）

費
用
五
百
円
（
シ
イ
タ
ヶ
原
木
一

本
持
ち
帰
り
）
　
　持
ち
物
昼
食
・

手
袋
圉
電
話
で

船
橋
県
民
の
森
管
理
事

務
所
登
0
4
7
4

－
5
7－

４
０
（
Ｕり

４
番
へ

松

戸

地

区

労

務

管

理

講

座

２

月
2
8日

叫

午
後
１

時
3
0
分

～
３

時
3
0
分
　

会

場
市

民
劇

場

内
容

講
演
「
昨
今
の
労
務
管
理
に

関
す
る
労
働
災
害
等
の
諸
問
題
」

講
師
柏
労
働
基
準
監
督
署
長
・
飯

田

和
男
氏
　
対

象
市
内
事
業
所
の

経
営
者
お
よ
び
労
務
担
当
者
等

定
員
先
着
五
十
人
　
費
用

無
料

圃
電
話
で
商
工
課
労
政
係
へ

講
座
・
講
演

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操
作

講

習

会２
月
1
8
日

出

午
後
１

時
3
0分

～
３
時
3
0分
　
会
場
青
少
年
会
館

樋
野
口
分
館
　
費
用
無
料
　
対
象

十
五
歳
以
上
の
人
（
三
十

歳
未
満

の
人
優
先
）
　
　定
員
先
着
二
十
人

圉
電
話
で

青
少
年
会
館

一`
4
4－8

5
5
6

番
へ

女

性

大

学

講

座

「
元

気

の

出

る

読

書

入

門

」

２
月
2
5日
～
３
月
2
5日
の
毎
週

土
曜
日
、
午
後
１

時
3
0分
～
３

時

3
0分
（
３
月
1
8日
は
午
後
５
時
ま

で
）
　

会
場
矢
切
公

民
館
　

内
容

二

十
世

紀
の

女
性

た
ち
の

世
界

講
師
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
助
教

授
・
長
江

胚
子
氏
　

費
用

無
料

定
員
先
着
二
十
五
人

圃
電
話
で
矢
切
公
民
館
容
6
8－
1

2
1
4

番
へ

※
二
歳
以
上
の
保
育
あ
り
（
先
着

十
五
人
ま
で
）

新

春

陶

芸

一

日

教

室

２

月
1
0日
溺
午
前
９

時
3
0分
・

午
後
Ｏ

時
1
5分
・
３

時
の
う
ち
か

ら
一
回
　
会
場
陶
松
（
市
立
病
院

裏
）
　

費
用
五
百
円
（
陶
土
・
焼

き
代
別
）
　
　定
員
各
回
先
着
十
二

人固
縄
文
土
器
を
作
る
会
・
小
堀
容

6
8－

７
７
９
に一戸一Ｕ
番

千

葉

県

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

ー

カ

レ

ッ

ジ

「

パ

ソ

コ

ン
入

門
～

ワ

ー
プ

ロ

と

表

計

算

」

２
月
2
0日

㈲
～
2
4日
窗
、
午
前

９

時
3
0分
～

午
後
５

時
（
全
五
回

会
場

明
生

情
報

処
理

専
門

学
校

費
用

無
料
　

定

員
先

着
四

十

人

対
象
初
心
者

里
２
月
1
5日
團
ま
で
に

、
（

ガ
キ

ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を
記
入
し

て
、
〒
2
7
0
松
戸
市
新
松
戸
四
二

丁

一
明
生
情
報
処
理
専
門
学
校
開
放
講

座
係
（
登
・
團
4
6－
4
1
6
6

番
）へ

日

舞

新

舞

踊

講

習

会

①
２
月
1
0日
窗
・
1
9日
㈲

②
1
9
1

日

㈲
・
1
6日
困
、
午
後
１

時
か
ら

（
1
0日
の
み
正

午
か
ら
）
　
会
場

①

新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
②
八
ヶ
崎

市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用

無
料

閲

藤
間
容
4
2－
2
1
7
1

番

松

戸

市

障

害

者

団

体

連

絡

協

議

会

・

障

友

会

共

催

講

習

会

２

月
1
9
日

㈲

午

後
１

時
3
0
分
～

３
時
3
0分
　

会

場
身
障
福
祉
セ
ン
タ

ー（
総
合
福
祉
会
館
内
）
　
費
用

無

料

内

容

挂

笄

孩

に
お
け
る

障
害
者

福

祉
問
題
－

在
宅
ケ
ア
を

含
め
て
　

講

師

松
戸

神

経

内
科

院

長

・

北
野

邦

孝

氏
　

定

員

先
着

八

十

五
人

圃
一
電
話

で

伊

藤
酋
4
1－
9
5
0
0

番
へ

図

書

館

市

民

講

座
・
「

松

戸

の

文

学

散

歩

」

バ

ス
（

イ

ク

３

月

２

日

水

・
７

日

㈹

、

各

回

と

も

午
前

９

時
3
0
分

市

立

図

書
館

本

館

前
集

合

、

午

後
３

時

ご
ろ

解

散
　

コ

ー

ス

江
戸
川
（
「
更
級

日
記

」
）

～

矢
切

の

渡

し

～

野
菊

の

墓

文

学

碑
（
伊
藤

左

千

夫

）
～

本

福

寺
（
吉

田

松

陰
「
東

北

遊
日

記

」
・

平

野

威

馬

雄

墓

）
ほ

か
　

定

員

二

十
五

人

（
応

募
多

数

の

と
き

は

抽

選

）

費

用

無
料

寮
昼

食
は

森

の

ホ

ー
ル
2
1
に
て

各

自
で

惠

２

月
1
5
日

困

必

着
で

、

往

復
（

ガ

キ
に

希
望

日

・

住

所

・
氏

名

・

電

話

番
号

・
図

書

館
利

用

カ

ー

ド

番

号

を
記

入

し
て

、

〒
2
7
1松

戸

市

松

戸

二
〇

六

〇

市

立
図

書

館

（
登

6
5－
5
1
1
5

番

）
　へ

※
（

ガ
キ

ー
枚

に
つ

き

二

人

ま
で

記

入
可

。
前

回
選

外

者

を

優

先

し

ま
す

。

矢切の渡し

図

書

館

市

民

講

座

「

日

本

画

と

室

内

楽

を

楽

し

む

会

」

２

月
2
5
日

出

午

後
Ｏ

時
3
0
分

松

戸

駅

市
民

ギ

ャ
ラ

リ

ー
前

集

合

、

午
後
７
時
ご
ろ
現

地
解
散

内

容

山

種

美

術
館

「
山

本
丘

人

と

そ
の

仲

間

た
ち

展

」
鑑

賞

と

講

演
会

聴

講
、

カ

ザ
ル

ス

ホ

ー
ル

「
ア

マ
チ

ュ
ア

室

内

楽
フ

ェ
ス

テ

ィ

バ
ル

」

鑑

賞

費
用

入

館

料

千
六

百

八

十
円

・
交

通

費
別

途
　

定

員
三

十

五
人

里
２

月
１９
一
日

㈲

必

着
で

、

往

復
（

ガ
キ

に

住

所
・
氏

名
・
電

話

番

号
・

図

書
館

利

用

カ

ー

ド
番

号

を
記

入

し

て

、
〒
2
7
1松
戸

市

松

戸
二

〇

六

〇

市
立

図

書

館

（

容
6
5－
5
1
1

5

番

）
　へ

※
（

ガ
キ

ー
枚
に

二

人

ま
で

記

入

可

。
申
し

込
み

多
数

時

は

抽
選

。

チケットセンター

チケットガイド

醴パークセンター

昔45－890膰
題森のホール21昔84－5050番

入
館

時
間
：
牛

前
９

時
～
午
後
４
時
（
３
／
１
團

か
ら
は
午
後
４

時
3
0分
ま
で

）

※
月
曜
日

は
休
館

物し催 匹

期
　
　

間

惠
当
日
会
場
で
　

費
用
：
・
無
料
　

※
雨
天
中
止

2
5山
午
前
1
0時
～
正
午

２

／
1
6内
～
2
6臼

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ

チ
ン

グ
「
林
や
水
辺
の

鳥
」

講
師
：
・
み
ど
り
の
相
談
員
・
首
藤
美
重
子
氏

「
松
戸

の
み
ど
り
情
報
展
」
企
画
展

内
　
　
　

容

ル
ー

ホー月
ル

ー
ホ大

期
　
日５

臼

３
／
４
出
2
6剛
1
9日
1
6内

1
2日

２
／
1
1圈

５
日

３
／
４
出
2
6日
2
5圉
1
9日
1
2日

２
／
1
0廊

ピ
ア
ノ

ー
エ
レ
ク
ト
ー
ン
発
表
会

浅
野
ゆ
み
子
音
4
5・
８
６
７
３
番

「
ヴ
ィ
ヴ
ア
／
ヴ
ィ
ヴ
ア
ル
デ
ィ
」

新
ヴ
ィ
ヴ
ア
ル
デ
ィ
合
奏
団
演
奏
会
　
☆

松
戸
市
文
化
振
興
財
団
昔
8
4一
５
０
５
０
番

カ
ワ
イ
音
楽
教
室
発
表
会

カ
ワ
イ
音
楽
教
室
新
松
戸
セ
ン
タ
ー
き
4
1
・
５
１
２
９
番

民

謡
伯
有
会
2
0周
年
記
念
発
表
会

民

謡
伯
有
会
｛
一一
8
8・
２
６
７

７
番

名
作
劇
場
「
ほ
た
る
」
　
☆

松
竹
芸
能
き
0
3・
３
５
４
２
・
６
９
３
７
番

早
坂
茂
三
講
演
会

松
戸
青
志
会
一`
6
9・
１
０
７
１
番

バ
イ
オ
リ
ン
＆
ピ
ア
ノ
発
表
会

定
梶
久
美
子
音
4
7・
１
４
９
９
番

わ
た
し
た
ち
の
コ
ン
サ
ー
ト
（
ピ
ア
ノ
発
表
会
）

鈴
木
睛
美
酋
4
2・
５
６
３
６
番

ア
マ
ラ
ウ

ー
ビ
エ
イ
ラ

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
ク
ル
　
☆

民
音
昔
4
6・
９
８
８
８
番

島
田
祐
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
　
☆

松
戸
友
の
会
昔
8
4・
１
２
９
４
番

春
の
お
や
子
コ
ン
サ
ー
ト
　
☆

千
葉
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

昔
0
4
3
・
2
2
4
・
７
７
５
３
番

Ｋ
Ａ
Ｎ
コ
ン
サ
ー
ト
　
☆

フ
ィ
リ
ッ
プ
サ
イ
ド
昔
0
3・
３
４
７
０
・
９
９
９
９
番

市
民
コ
ン
サ
ー
ト
　
☆

松
戸
市
音
楽
協
会

昔
8
3・
０
１
１
１
番

沢
田
研
二
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
エ
①
＝○
乏
　
☆

文
化
放
送
ち
け
つ
と
ぽ
ー
と
酋
0
3・
３
３
５
７
・
１
１
１
１
番

高
橋
竹
山
～
津
軽
の
ひ
び
き
～
　
☆

労
音
東
葛
セ
ン
タ
ｊ

酋
6
5・
９
９
１
ユ

否

催
　
し
　
物
（

☆
印
は
有
料
）

Ｏ
・
０

１
・
３

４

・
０

１

・
０

1
0一
閨一

９
一
3
0

厂
，`）
・

０

１

・

３

８
・
０

１
・
３

３
・
０

１
・
０

1
4一
0
0

８
・
０

１
・
３

1
6一
ｍ
Ｊ

４

・
０

１

・
０

８
・
０

１
・
３

1
4‥ｍ
一

７
・
０

１
・
３

８
・
０

１
・
３

開
演
時
間

指揮／秋山 和慶　ピアノ／練木　繁夫

３月25日出　 午後 ３時 開演　会場　大ホール

曲目ブラ ームスノ交響曲 第３番　ピアノ協奏曲 第１番

費用Ｓ 席5,00〔〕円 ・Ａ 席4,000 円・Ｂ 席3,000 円

固森の ホール21チケット セン ター昔B4－3331 番

(午前10時～午後 ４時 ・月曜休館)

健康保険証

を忘れずに

◆テレホン案内サービス…………O66-0010 番

平日・午後５時～翌朝午前９時
休日と土曜・午前９時～翌朝午前９時
◆夜間急病診療所…………………≫68―3756番

衛生会館内・毎日午後８時～11時
◆休日土曜日夜間歯科診療所……酋65―3430番
衛生会館内・午後８時～11時

森のホール21 21世紀の森と広

場

パークセンター

救急医療

体制

森のホール21

札幌交響楽団演巻会



(市立博物館蔵)

携帯用箱枕

ま
つ
ど
歴
史
点
描

天明元年(1781) 銘

箱形の木枕で、８個の枕を収納する枕箱の天板には把手

金具が付いていて、持ち連びできます。箱蓋（ぶた）の裏

側には江戸時代中期の年号が墨で書かれています。

江戸時代中期には、庶民の間で有名な社寺への参詣を名

口とする物兄遊山の旅が盛んに行われ、関東の農村でも伊

勢神宮へ参拝する伊勢参りが流行しました。当時は歩くの

が旅の手段でしたので、江戸から伊勢まで約２週間もかか

り、途中街道の宿場で寝泊りすることになります。伊勢参

りは大勢で出かけたことから、このような箱枕が重宝した

のでしょう。　　　　　　　　　　　　　 （市立博物館）

主水新田の松戸排水機場に、新しく大型排

水ポンプが設置されます。

このポンプは、台風などで坂川が増水した

ときに、江戸川へ毎秒50ドン（家庭用ふろで

約17O杯分）の水を排水できるもので、その能

力は日本一。これから設置工事が始まり、６

月から稼動できるようになります。

内部のスクリューには人の身長を上回る羽

根が４枚付き、5400馬力のディーゼルエンジ

ンで、毎分60回転します。

これにより松戸排水機場は、現在ある２つ

のポンプと合わせて、毎秒100トンの水を排水

することができるようになり、台風シーズン

の坂川の急激な増水にも対応できるものと期

待されます。

けん玉ぼくにもできるかな？

まずは模範演技

１月12日小金原保育所で、子供だ

ちと地元のお年寄りとの交流会が行

われましだ

保育所に招かれたのは、すぐ近く

の小金原老人福祉センターを利用し

子
供
た
ち
に
は
め
ず
ら
し
い
の

か
、
と
て
も
興
味
を
持
っ
て

く
れ

て
、
楽
し
く
遊
べ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
交
流
を
続
け
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

増水時に水を坂川から江戸川へ流す松戸排

水機場

小金原
直井　 道頼さん

ポンプ内のスクリュー。毎

分60回転で排水します

ている約20人のお年寄り。

ふだんお年寄りと触れ合うことの少ない

子供たちも多いことから、保育所が企画し

たもので、けん玉・こま回し・あや取り・

お手玉などの、昔ながらの正月遊びを一緒

に楽しみました。

子供たちは、お年寄りに教えてもらいな

がら、いろいろな遊びを体得。予定してい

た２時間は、あつと言う間に過ぎてしまい

ました。

身近な街の話題をお寄せください。

固広報課

成人式での松田さん

成
人
式
の
当
日
、

ス
ピ
ー
チ
の
中
で

松
田
さ
ん
は
、
障

害
者
問
題
を
通
じ

て
、
人
間
と
し
て

生
ま
れ
、
生
き
る

こ
と
の
重
さ
を
か

み
し
め
つ
つ

、
自

分
の
道
を
歩
ん
で

い
く
こ
と
を
誓
っ

１
月
1
5日
、
松
田
さ
ん
は
森
の

ホ
ー
ル
2
1で
行
わ
れ
た
成
人
式
で

、

手
話
を
使
っ
て

「
成
人

者
の
こ

と

は
」
を
発
表
し
た
。

き
っ
か
け
は
、
松
田
さ
ん
が
高

校
三
年
の
と
き
に
書
い
た
読
書
体

験
記
に

さ
か
の
ぼ
る
。
こ

の
体
験

記
を
読
ん
だ
女
性
が
、
松
田
さ
ん

を
市
に

推
薦
し
た
の
で
あ
る
。

松
戸

市
の
成
人
八
千
人
の
代
表

と
し
て

、
式
典
で

ぜ
ひ
ス
ピ

ー
チ

を
と
言
わ
れ
た
と
き
、
驚
き
と
と

も
に
不

安
も
あ
っ
た
が
、
同
年
代

の
仲
間
に

障
害
者
の
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
う
良
い
機
会
と
思
い
、
引

き
受
け
る
こ
と
に
し

た
。

松
田
さ
ん
は

、
生
ま
れ
つ

き
耳

が

聞
こ

え

な
い

。
発

音

も
不

明

瞭

（

り

ょ
う

）
で

あ

る

。

そ
の

た

め

高

校
ま

で

は

ろ
う

学
校
に

通
っ

て

い

た

。
し

か
し

現

在

は

大

学
に

通

い

、
日

本

語
に

つ

い

て

勉

強
し

て

い

る

。

大

学
の

講

義
で

は

、

初
め

は

友

人
の

ノ

ー

ト

を

借
り

た

り

、

講
義

を

録

音
し

て
テ

ー
プ

起
こ

し

を

頼

ん
だ

り

し

た

。

覚
悟

は
し

て

い

た

が

、
み

ん

な
に

は

普

通

の

授
業

が

松
田

さ
ん

に

と

っ
て

は

、

か
な

り

大

変

た
っ

た

。

し
か
し
手
話
サ
ー
ク
ル
で
の
活

動
か

き

っ

か
け

で

、

今
で

は

親

し

い

友
人

た

ち

が
授

業

を

手
話

通

訳

し

て

く

れ

る
よ

う

に

な

っ
た

。

た

。「
壇

上
で

は

た

く

さ

ん
の

人

を

前
に

緊

張

感

も
あ

り

ま
し

た

が
、

同
じ

二

十

歳
の

仲

間

に

、

自
分

の

思
い

が

必

ず

通
じ

る

は

ず
だ

、
い

や

ど
う

し
て

も
伝

え

た

い
と

思
っ

て

、

精
一

杯
で

し

た

」

松
田

さ

ん
は

、

障
害

者

問
題

と

は

、

健
常

者

と

障

害
者

が
接

点

を

持
と

う

と

す

る
と

き

に

起
こ

る

摩

擦
に

あ

る

と

考
え

て

い

る

。

「

障
害

者
に

対
し
て

は

、『
苦

し

い

』『
か

わ
い

そ
う

』

と

い

う
イ

メ

ー

ジ
を

持
つ

人

も

多
い

。
し

か

し

そ
の

こ

と

が

、
か

え

っ
て

健

常

者

と

障

害
者

の

間
の

溝
を

深

め
る

こ

と

も

あ
る

の
で

は

」

と

松
田

さ

ん

は

言
う

。

‘
「
私

は

む
し

ろ

障
害

者

と
し

て

生

ま
れ

て

良

か

っ
た

と

思
い

ま
す

。

と
い

う

の

は

、

周
り

の

人

々
の

優

し

さ
に

だ

れ

よ
り

も
早

く

触

れ
ら

れ

る
か

ら

」

と
い

う

松

田

さ
ん

。

将

来
は

、

ろ

う

学

校
の

先

生

を
目

指
し

て

い

る

。

（

中
矢

切

在

住
）

同
じ
二
十
歳
の
仲
間
に
伝
え
た
い

成人式で成人代表あいさつを手話で行った

松田　 絵理に

日本一の排水ポンプ

松戸排水機場に設置

お年寄りと
正月遊びで交流

街の

話題
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